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郵
送
の
場
合
〒
一
○
八
’
八
三
四
五

東
京
都
港
区
三
田
二
’
一
五
’
四
五

慶
膳
義
塾
大
学
教
務
部
法
学
部
係

な
お
、
郵
送
で
投
稿
規
程
を
請
求
す
る
場
合
は
、
封
書
で
表
面
左
下
に

「
論
究
投
稿
規
程
請
求
」
と
記
入
し
、
返
信
用
封
筒
（
長
形
三
号
を
使
用
。

宛
先
記
入
の
上
、
切
手
九
○
円
を
貼
付
）
を
同
封
す
る
こ
と
。

十
一
問
合
せ
先
（
封
書
に
限
る
）

〒
一
○
八
’
八
三
四
五

東
京
都
港
区
三
田
二
’
一
五
’
四
五

慶
膳
義
塾
大
学
法
学
部
研
究
室
内

大
沢
秀
介

表
面
左
下
に
「
論
究
問
合
せ
」
と
記
入
し
、
返
信
用
封
筒
（
宛
先
記
入

の
上
、
切
手
八
○
円
を
貼
付
）
を
同
封
す
る
こ
と
。

今
号
の
応
募
状
況
は
、
論
文
提
出
が
一
三
件
で
、
審
査
の
結
果
、
条
件

付
き
合
格
に
よ
る
再
審
査
を
含
む
最
終
合
格
が
九
件
と
な
っ
た
。
最
近
の

号
に
比
べ
る
と
、
審
査
件
数
、
最
終
合
格
数
が
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
条
件
付
き
合
格
と
な
っ
た
も
の
に
つ

い
て
も
、
最
終
的
に
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
の
あ
る
こ
と
に
留
意
さ
れ
た

い
。
今
号
に
つ
い
て
は
、
政
治
学
関
係
の
論
文
が
過
半
数
を
占
め
て
い
る

が
、
次
回
か
ら
は
政
治
学
関
係
の
論
文
と
法
律
学
関
係
の
論
文
の
提
出
が

と
も
に
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
特
に
、
次
号
は
例
年
時
期
的
に

論
文
数
の
多
い
号
に
あ
た
る
の
で
、
応
募
者
諸
氏
に
よ
る
数
多
く
の
自
信

作
・
力
作
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
た
い
。

な
お
、
今
号
か
ら
慶
膳
義
塾
大
学
出
版
会
内
部
の
異
動
の
関
係
で
、
法

学
政
治
学
論
究
の
担
当
者
が
渡
辺
絵
里
子
さ
ん
か
ら
、
近
藤
幸
子
さ
ん
に

代
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
渡
辺
さ
ん
に
は
、
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
っ

た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。
今
後
は
、
近
藤
さ
ん
の
力
を

借
り
な
が
ら
、
法
学
政
治
学
論
究
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

〔
大
沢
秀
介
・
記
〕

〔
編
集
後
記
〕
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